
　夏休み本番の８月、センターでは連日のように
夏休みスペシャルイベントが行われ、多くの家族

連れでにぎわいました。その時の様子を今月から

二回にわたってお伝えします。

7/24（日）     絵画教室『 たまごから鳥になる 』

　鳥の絵を描く時、みなさんはまず鳥のどの部分

から描き始めますか？ポイントは “ たまごのかた

ち ” です。鳥の頭と体を、大・小二つのたまごで

考えてみましょう。すると、意外と簡単に全体の

バランスがとれます。しかも、この方法はどんな

鳥にも応用可能です。これは鳥の絵を描く時の

ちょっとしたコツみたいなものです。絵画教室に

参加したみんなは、自分の描いた素敵な鳥の絵を

前にとても嬉しそうでした。

7/30（土）     幼児向けカニ観察会『 かにさんとなかよし 』

　漫湖の夏、といえば、やっぱりカニの観察会で

すよね。今年は昨年までとは違うフィールドで観

察を行いました。場所が変われば、見つかるカニ

の種類も違ってきます。今回たくさん見られたの

は、葉っぱが大好きな「タイワンアシハラガニ」

地味な色をしていますが、分厚い甲羅や葉っぱを

ちぎるための大きなハサミは迫力があります。捕

まえるのも比較的簡単で、はじめてカニを触る小

さな子には馴染みやすいカニの一つかもしれませ

ん。当日は、ハサミに挟まれて大騒ぎする子や、

カニを追いかけて全身泥だらけになる子で大盛り

上がりでした。漫湖でも、こんなに身近にカニに

はさまれたり、泥干潟に入ったりできるという経

験が、参加した子どもたちにとって何より大きかっ

たのではないでしょうか。
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少し早めの秋の渡り、はじまってます。

　８月、漫湖に飛来する渡り鳥たちも、シギ・チドリの仲間を中心に

少しずつにぎやかになってきています。木道から見えるモニタリング

フィールドにも、早速アカアシシギやアオアシシギ、チュウシャクシ

ギなど、いつものメンバーが顔を見せています。今年は台風の影響で

木道沿いのメヒルギが結構倒れてしまいました。そのせいで、視界が

ひらけた分、鳥達からも私たちが見えやすくなってしまいました。そ

の事で鳥達に与える影響が少し心配ですが、今のところ大きな影響は

なさそうで、昨年まで同様エサを探したり、羽を休めている姿を目に

する事ができます。さて、今年はどんな鳥たちに出会えるでしょう。

また、楽しい季節がやってきます。

ゴイサギ、ササゴイ、ダイサギ、チュウサギ、コサギ、アオサギ、ヘラサギ、ミサゴ、バン、シロチドリ、

メダイチドリ、オオメダイチドリ、ムナグロ、キョウジョシギ、トウネン、アカアシシギ、コアオアシシギ、

アオアシシギ、イソシギ、ソリハシシギ、チュウシャクシギ、コアジサシ、キジバト、カワセミ、シロガシラ、

ヒヨドリ、イソヒヨドリ、セッカ、メジロ、スズメ、ドバト　

今月のトピック 今月のトピック

今月の野鳥情報

漫湖寄鳥見鳥
8 月

7/31（日）     ものづくり『 マングローブで染めてみよう 』

　現在漫湖では、湿地の保全事業の一環でマング

ローブの一部伐採を行っています。もともと沖縄

では、古くから染め物の染料としてマングローブ

（樹皮の部分）を利用していました。タンニンを多

く含んだマングローブは、染めるととても鮮やか

な赤褐色に染まります。また、色を定着させるた

めの焙煎液によってその色が変わります。模様は

絞り染めという技法を使いました。輪ゴムを使っ

て、ひたすら縛っていくのですが、その縛り方次

第で模様がガラッと変わってしまいます。頭でイ

メージしていても、実際の出来上りを目にすると、

想像していた以上の仕上がりに、みんな満足そう

でした。今まで、伐採されたマングローブは、そ

の大半が焼却処分されていました。けれど、こう

してセンターのイベントで、子どもたちと一緒に

マングローブ染めをする事で、漫湖の自然につい

て考える一つのきっかけになってくれたら、すご

く意味のある有効利用だと感じました。

8/27　（土）     魚の観察会『 水の中の生きものたち 』

　昨年度、講評だった魚の観察会、今年は台風の

影響で日程が延期になってしまい、参加できなく

なったファミリーがたくさんいました。残念なが

ら参加できなかった皆様、また、来年お待ちして

おります。さて、観察会の様子はというと、センター

近くの水路で、アミを使って魚を採取するのです

が、最初はその難しさを体験して欲しかったので

すが…、参加した子の中に、魚を捕まえるのがとっ

ても上手な女の子が 1人いまして、センタースタッ

フの面目まる潰れでした…。その女の子の上手い

こと上手いこと、あれよあれよという間にどんど

ん魚をゲットしていきます。アミの使い方も一人

前です。周りの男の子たちもその凄さに悔しがっ

ていました。この日は付き添いの親御さんもみん

なお母さんで、子どもと一緒に魚捕りに奮闘して

いました。ということで、今年の魚の観察会は、

女性が活躍した観察会でした。けど、そのおかげで、

たくさんの種類の魚を観察することができました。

8/20（土）    カニの観察会『 漫湖のかに博士 』

　カニ観察会はいつも大人気です。小学生向けの

カニの観察会は、幼児向けとは少し違っていて、

名前の通り『漫湖のかに博士』になるべく、少し

だけ専門的な部分も分かりやすくお話します。カ

ニの口はどこかな？カニのオスとメスの見分け方

は？など、実際に捕まえたカニを手に、じっくり

観察します。参加した子どもたちはみんな、カニ

博士を目指してたくさんの疑問、質問を先生に投

げかけていました。

鮮やかな赤褐色に染まった生地を、光にかざして お母さんのアミに入った魚、ボクにちょうだい

はじめてカニを捕まえて、笑顔の女の子
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